
                                平成 18 年 5 月 19 日 

各   位 

                    上場会社名         株式会社 安 楽 亭 

                                          代表者名    代表取締役社長 柳  時 機 

（コード番号 7562 東証第二部） 

問合せ先  取締役総務人事部長 安部 一夫 

（ＴＥＬ 048-859-0555） 

 

 

業績予想及び配当予想の修正並びに特別損失の計上についてのお知らせ 

 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年 11 月 17 日に公表した平成 18 年 3 月期（連結、個

別）の業績予想及び配当予想の修正並びに特別損失の計上についてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期連結業績予想数値の修正（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31 日） 

 

                                                  （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表数値     （Ａ） 

（平成17年11月17日発表） 
３０，１５０ ５２０ △８３０ 

今回修正予想     （Ｂ） ２８，２３１ △２６７ △１，８５８ 

増減額    （Ｂ）－（Ａ） △１，９１９ △７８７ △１，０２８ 

増減率         （％） △６．４ ― ― 

前期（平成17年3月期）実績 ３１，８５６ ６１０ ２０３ 

 

２．通期個別業績予想数値の修正（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31 日） 

                                                  （単位：百万円、％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表数値     （Ａ） 

（平成17年11月17日発表） 
２６，５３０ ４２０ △８９５ 

今回修正予想     （Ｂ） ２５，０７０ △１６８ △１，８２９ 

増減額    （Ｂ）－（Ａ） △１，４６０ △５８８ △９３４ 

増減率         （％） △５．５ ― ― 

前期（平成17年3月期）実績 ２７，９６１ ４００ １４８ 

 

３．修正の理由 

 （1）個別業績予想 

米国産牛肉の輸入再停止等の心理的影響もあり、当社を含む焼肉業界全体が外部環境

の逆風の下での営業を強いられたこと、直営店舗からフランチャイズ店舗及び暖簾店舗への

移行が 18店舗、閉鎖店舗が 3店舗あったことなどにより、売上は減少となりました。 

また、米国産牛肉の輸入停止などの影響により、食材コスト上昇の下、創業以来愚直に食

の「安全・健康」を標榜し続けてきた当社は安全で良質な肉本来の味を提供することに努め



ており、これらに伴うコスト負担の増加により経常利益が減少する見通しとなりました。 

また、外部環境の影響により売上回復が遅れている店舗につきまして、追加減損処理を

実施いたしました結果 14 億 61 百万円の減損損失計上となりました。また、これらの特別損

失及び税効果会計による繰延税金資産の回収可能性を保守的に見込んだこと等の影響が

大きく、予想に比べ当期純利益は大幅に予想を下回る見込みとなりました。 

 （2）連結業績予想 

  連結業績予想の修正は、主に個別業績予想の修正によるものです。 

 

４.平成 18 年 3月期配当予想の修正 

 （1）配当予想修正の理由 

当社は、株主への利益還元を重要な経営方針として位置付けておりますが、前述のとおり

当社個別業績においても大幅な当期純損失を計上する見通しとなったことから、誠に遺憾な

がら当期の配当につきましては、下記のとおり無配とさせていただく予定であります。 

なお、株主優待につきましては変更はございません。  

株主の皆様には、深くお詫び申し上げますとともに、早期復配を目指して努力してまいる

所存でございますので、今後ともご支援、ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。 

（2）平成 18年 3月期配当の修正（平成 17年 4月１日～平成 18年 3月 31 日） 

 中間期 期 末 年 間 

前 回 発 表 予 想 

（平成 17年 11 月 17 日発表） 
― 5 円 00 銭 5 円 00 銭 

今 回 修 正 予 想 ― 0 円 00 銭 0 円 00 銭 

（ ご 参 考 ） 

前期の 1 株当り配当実績 
5 円 00 銭 5 円 00 銭 10 円 00 銭 

 

５.特別損失の計上について 

 下記のとおり、特別損失が発生となります。 

（1）個別特別損失 

1.固定資産売却損 28 百万円 

2.固定資産除却損 1 億 68 百万円 

3.減損損失 14 億 61 百万円 

4.過年度役員退職慰労引当金繰入額 39 百万円 

5.子会社株式評価損 53 百万円 

6.賃貸借契約等解約損 72 百万円 

（特別損失計） 18 億 24 百万円 

（2）連結特別損失 

1.固定資産売却損 36 百万円 

2.固定資産除却損 1 億 70 百万円 

3.減損損失 14 億 68 百万円 

4.過年度役員退職慰労引当金繰入額 39 百万円 

5.賃貸借契約等解約損 80 百万円 

（特別損失計） 18 億 85 百万円 

 

以上 

（注） 上記の予想は、現時点において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後様々な要因に

よって異なる結果となる可能性があります。 


